


























う国立施設が 東京（＝新国立劇場 にしかない」ことに触れ、札幌、福岡、など全 に５箇所ほど「国立劇場」を設置し、 「人々 生きる気力を取り戻す場所としての（劇場） 、様々な人が出会い新たなコミュニティーを生み出す場所としての劇場の設置を提唱した。　
また、平田氏は２０１０年
12月５日にも札幌（キュー







量販店、靴の量販店 おもちゃ屋、ファーストフード、などが立ち並ぶ」 （画一化された） 風景だ （これ 比して、旧市街の町の中心部、 駅前通りなどはシャッターが下り、空洞化してしまって る） 。　「国道沿いの大規模量販店には、無駄なも は何一つない。例えば、本屋を覗いてみるといい。そこにはコンピュータの分析をくぐり抜けた売れ筋の本だけが並んでいる。私 （平田） の本などはもちろんない。――かつて、日本の最西端の島、与那国島に一月ほど暮らしたことある。 この島では、 書籍といえばマンガと週刊誌しか売っていなかった。輸送コストから考えて、必ず売れ 本し
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か置けないからだ。本を買うためには石垣島まで出なければならない。私（平田）の本を買うためには、さらに沖縄本島まで飛ばなければならない。― （略） ―同様に、芸術も市場原理にだけ任せておいたのでは、経済生活に有用で機能的な芸術しか地方都市には残らなくなってしまう」 。今はシャッター街になっ いる旧中心部の「かつての商店街に 、ただの経済行為だけで なく、一見無駄に見える交流の時間があったはずなのだ。そ 経済行為から離れた無駄な空間や時間が、地域の豊か 文化を育んできた」とも言う。　
さらに「かつては、地方にこそ、 「無駄」なもの、 「無





























幌市教育文化会館（小ホール）で上演されたものであが、作者 ・ 本山節彌氏は、脚本制作にあたり数度にわたって現地、豊頃町、十勝川の河川敷に立つ「はるにれ」を訪ねている。また、演出を担当した竹生東教諭（札幌北野台中学）等も、数度にわたり豊頃町に調査 訪れ 作品は練り上げられた。そして、１月
17日の札幌での公演














地元紙 『十勝毎日新聞』 は、 翌々日４月１日 「地元感動 ・
















献身＝見返りを求めない無償の愛） 象徴であ その〈母性〉 に身をゆだねながら、 タローは成長する。やがて、タローは生長とともに〈欲望〉を顕わにする。その欲望のために、りんご は〈母性〉の命ずるまま、 「お金」のためには、りんごの「実」 。 「家」のためには、りんごの「枝」を。 （冒険者として・そ 象徴である〈男〉として）海へ乗り出す「船」 ためには、 りんご 「幹」を捧げる。　
タローは、一つの欲望が満たされると次の欲望へと命
を駆り立てる。まるで、現代 生きる我々人間の姿ものだ。そして、 りんご 木 その欲望をかなえる〈寛大な母性〉ともいうべき存在であ 北海道という〈大地・豊かな自然〉そのもののようである　
演劇『大きな木』の場合、りんご 木は、自分の一部
である「実」を捥ぎ取らせ、 「枝」をへし折らせ、 「幹」を伐り与えるたびに 「木はそれでも嬉しかった」 と言う。同時に作者本山節彌氏は、 「け ど 、 時はながれてゆく。けれども、時はながれてゆく」と登場者（楽隊）たちに語らせる。ここに の、ギスギスした現代社会に対する鋭い懐疑的な眼と感性がある。本山氏は 流れてゆく時の中」で必死に生き け ばならぬものたち、それは、この劇に登場するすべての〈命ある〉人、もの、動物、等などで、――つまり、それぞ の立場で 〈今〉を懸命に生き抜いている〈私たち自身〉への讃歌でもある―、 と言っているようである。そし 、 こ 熱い讃歌 ・メッセージを声高に主張 ことなく実 静謐に語ってもいるのである。　『はるにれと少年』の底流にはこの演劇『大きな木』の存在が大きく深く流れていると私は思う。　『はるにれと少年』に論を戻そう。　劇は、第一場、春。第二場、夏。第三場、秋。第四場、
冬。と四部構成である。その第四場、冬―に次 よ なシーンがある。　
十勝川の河川敷に楚楚と立つ（女生徒２人が演ずる）
「はるにれ」 に、 太郎は 「おれ、 海を見てくる。―海をちゃんと見て、 はるにれ達にそのまんまちゃんと教え や 。そのまんま教えてやる。したら二人 海を見た 同じこ
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だから。氷が水にならずに水蒸気 なったのかもしれねえ。おれ理科の時間にならった ―昇華と言うんだ。 」太郎
　「昇る華と書くんだ―固体が液体にならずに気体
になってしまうのを昇華というんだ。 」太郎が実際に体験した化学変化 その理論である。そしてこれらの体験の上に、終幕では、太郎
　「遠くへ―遠くへ行かねばなんねえ。 」 「仕方 ね
んだ。家中がみんなで遠くに引越しするんだよ。 」 「離農
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は、そのことばが深く俳優を捉えているということであり、またそうであることによって、観客の感性を深く捉えていなければならない。つまり、芝居を創 者も、観る者も、 自分を強く〈ゆさぶり〉 、 ひと 強く〈ゆさぶる〉ことば（行動・アクション）を、 （ 『劇場』に）追い求めてきたことに変わりはないのだ―ともいえよう。 強く 〈ゆさぶる〉ことば（行動・アクション）とは、日頃の物の見方、 感じ方の『枠組み』を傷つけ ・ こわす『力』を持ったことばであり、行動・アクションである。その驚きや感動や発見が自分を変え，人を変えることに通じるようなことば・行動・アクションのことでもある。―と言れる。　
今、中学生や高校生たちが日常的に使う言葉は、 （―






































一様ではなく、多種多様でなければなら い。ここに芸術文化行政の難しさがあり、また可能性があ 」とも平田氏は言う。そして 同氏は「人間は物質的な幸福だでは誇りを持つことが出来ない。これから 日本の地域
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社会に必要なのは、 大きな劇場や立派な美術館ではない。そこで何がおこなわれ、誰と出会えるのかが問われるのだ」とも言う。　「える夢館」は、 それまでの「福祉センター」から「生涯学習施設」として生まれ変 った施設である。国や他の多くの自治体のよう 「縦割り」にこだわらず、いま現在「税金を払っている人」 、あるいは、 「選挙権を持っている人」だけ たより するのでは く、 「未来の住民」 （特に、子供たち。この町に住みたいと思う人など）をも視野に入れた「生涯学習 施設として大き 機能していただきた と私は、切に願っているところである。　その一つの具体例として、本山節彌作『はるにれと少
年』を学校教育の中で位置づけ、豊頃町 中学生は 卒業までに一回は『はるにれ 少年』 「える夢館（はるにれホール） 」で上演体験し、観客である住民たちと、１４０年生きてきた「はるにれ」の思いと 郷土に対する深い洞察と、 劇の終幕で少年が語 『―俺は土になる。はるにれが〈おがる〉土になる』を共有した ものだということである。　
このことは、前記、 「本当に『力あることば』の体験」
につながり、さらに、このことは、 「他者の『生』や他者の『価値観』を理解す 」こ となるだろう。重要なのことは、これらのことが〈教室の中で学べることでは
ない〉ということである。つまり、その結果、豊頃町の象徴である「はるにれ」が、 文化として 象徴である「はるにれ」に、 〈昇華〉するであろうこ は間違いない。　「今後の日本社会では、住民が自治体を選択する動きが本格化するだろう。ある地域に住む理由は、そこで生まれたから、そこに会社があったから、また女性の場合には結婚してといった理由がこれまで一般的だった。しかし、こ からは住民が自治体を選ぶ理由は 加速度的に多様化するだろう」 、そして 「人はもはや そこに住んでいるからというだけで共同体の成員にな わけではない。その共同体が提示する価値観 共感でき のがなければ、しなやかな帰属意識は生まれ 」―このとばを引 てこ 稿の結 し い。　なお、 豊頃町を含む「十勝管内の公共劇場」について、
引き続き次号でも掲載した 。
